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（１）事業者名及び代表者名

株式会社十辰製作所

代表取締役社長　五十嵐 良治

（２）所在地

▶ 本社  : 〒224-0003　神奈川県横浜市都筑区中川中央2-5-13
メルヴューサガノ303

Tel　045-591-8270 Fax　045-472-5859

▶岩手工場　： 〒028-0304　岩手県遠野市宮守町下宮守39-141-7

Tel　0198-67-2238 Fax　0198-67-3511

（３）環境管理責任者及び連絡先

環境管理責任者 土澤 敏幸

連絡先 岩手工場と同じ

E-mail t_tsuchizawa@jusshin.jp

（４）事業内容

（５）事業規模

売上高 865百万円　（2022年度）

従業員数 41名　（2023年2月現在）

敷地面積 本社　　　　2,356㎡

岩手工場　　19,753㎡

床面積 本社　　　　66㎡

岩手工場　　2,970㎡

（６）認証登録範囲

本社と岩手工場の全組織・全事業活動・全従業員を対象範囲とする。

1．事業活動概要

精密機械部品（エンジン部品、ロボット部品、油圧機器部品、他）の加工及び付随する材料

調達、組立、塗装、治具設計製作

mailto:t_tsuchizawa@jusshin.jp


2．環境経営方針



2．実施体制



（１）2022年数値目標

※1   本社と岩手工場の合算で算出し、2020年のデータをベンチマークとする。
不良率は前年実績を使用する。

※2　購入電力の二酸化炭素排出係数は以下を使用する。（2021年公表値）
本社 ： 東京電力の実排出係数0.433(kg-CO2/kWh)を使用

岩手工場 ： 東北電力の実排出係数0.433(kg-CO2/kWh)を使用

（2）中期数値目標（対2020年度ﾃﾞｰﾀ）

※加工不良の削減については毎年目標を設定する。

（3）その他取組

⑨グリーン購入の推進
⑩化学物質の適正管理

17.65⑧廃油処理量の削減 t/年 廃油 18.20 18.02 17.84

1729.28

⑦水使用量の削減 L/日 水 1878.45 1859.67 1840.88 1822.10

⑥二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/日 CO2 1782.76 1764.93 1747.10

9.87

⑤使用エネルギーの削減（灯油） L/日 灯油 480.85 476.04 471.23 466.42

④使用エネルギーの削減（ｶﾞｿﾘﾝ） L/日 ガソリン 10.18 10.08 9.98

2276.03

③使用エネルギーの削減（軽油） L/日 軽油 14.07 13.93 13.79 13.65

②使用エネルギーの削減（電気） kwh/日 電気 2346.42 2322.96 2299.49

2023年度目標

①加工不良の削減 ％/月 不良品 - 0.143 0.094 -

項目 単位 区分け ベンチマーク 2021年度目標 2022年度目標

⑧廃油処理量の削減 t/年 廃油 18.20 17.84

削減目標（毎年 -1.0％）

※2

⑦水使用量の削減 L/日 水 1878.45 1840.88

⑤使用エネルギーの削減（灯油） L/日 灯油 480.85 471.23

⑥二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/日 CO2 1782.76 1747.10

③使用エネルギーの削減（軽油） L/日 軽油 14.07 13.79

④使用エネルギーの削減（ｶﾞｿﾘﾝ） L/日 ガソリン 10.18 9.98

①加工不良の削減 ％/月 不良品 0.097 0.094

②使用エネルギーの削減（電気） kwh/日 電気 2346.42 2299.49

4．環境経営目標

項目 単位 区分け ベンチマーク ※1 2022年目標



5．環境経営計画と取組の結果



6．環境経営目標の実績と評価 年間稼働日数：291日



　環境関連法規ﾁｪｯｸ表で確認をして、環境関連法規への違反はありませんでした。
　また、過去３年間で関係機関からの指摘ならびに利害関係者からの訴訟や苦情もありませんでした。

7．環境関連法規の遵守状況及び違反、訴訟等の有無



１、環境管理責任者からの報告内容

現状を維持する。

⑥全体総括

2022年も受注が安定した1年であった。生産量も増え売上高

は+10％の見込みである。生産量が増えた中で、灯油以外の

削減が進んだことを評価したい。加工不良も過去最低のレ

ベルを更新しており大いに評価したい。

④環境経営システム 問題なし。

⑤実施体制 問題なし。 現状を維持する。

全社で活動している効率アップ活動と不良対策活動が、

環境活動経営計画に落とし込まれて効果が出てきてい

る。こちらの活動を継続していくことで、更なる環境負

荷低減を進めて欲しい。

②環境経営目標

昨年大幅に削減した加工不良を更に削減出来たことは評価

したい。また、生産量が増えた中で、電気、ガソリン、水

使用量、廃油処理量の削減が進んだことも評価に値する。

③環境活動経営計画
生産量が増えた中で電気の削減が進んだのは、効率アップ

活動を計画に落とし込めたことが貢献している。

灯油以外の項目については、削減出来るところまできて

いるので現状を維持してもらいたい。

近年では一番寒い冬になった。灯油使用量の増加が見込

まれることから、昨年に引き続き工場全体の気密性を高

める等、抜本的な方策を検討してもらいたい。

２、代表者による見直し等の指示

見直し項目 評　　価

①環境経営方針 分かり易く社員に浸透している。 現状を維持する。

指　示　事　項

⑥取引先からの「グリー

ン調達」情報

⑦エコアクション環境改

善提案

⑧その他

原材料の高騰により価格変動が著しいが、コストバランスを考慮しながら適切に購入していきた

い。

梱包資材で使用するダンボールの調達先の拡大に関する提案があった。

今まで廃棄されていた資源を有効活用することに繋がっており、コスト面も含めて非常に改善効果があっ

た。

特にありません。

評　価　項　目

①環境関連法の遵守状況

②環境経営目標の達成状

況及び○環境活動経営計

画の実施状況その評価結

果

③問題点の是正処置及び

予防処置の結果

④外部からの苦情等の受付結果

⑤組織に影響する法規制動向

⑦その他 特に無し 特に無し

8．代表者による評価・見直し

関連法規の更新・見直しともに特に問題は見られなかった。

トータルでのエネルギーの使用量は削減が進んで来ている。

ただ、灯油の使用量については業務に支障が出ない程度まで節制しているが、なかなか改善には

至っていない。

事務所棟の建て替えにより職場環境も変わったため、最適化をしつつ注視していきたい。

オイルタンク破損のリスクを未然に軽減することが出来た。

苦情はありませんでした。

大きな法規制の変更は見られなかった。

内　　　　　　　容



（１）2023年数値目標

※1   本社と岩手工場の合算で算出し、2020年のデータをベンチマークとする。
不良率は前年実績を使用する。

※2　購入電力の二酸化炭素排出係数は以下を使用する。（2021年公表値）
本社 ： 東京電力の実排出係数0.433(kg-CO2/kWh)を使用

岩手工場 ： 東北電力の実排出係数0.433(kg-CO2/kWh)を使用

（２）2023年取組内容

項目 単位 区分け ベンチマーク ※1 2023年目標

①加工不良の削減 ％/月 不良品 0.840 0.832

②使用エネルギーの削減（電気） kwh/日 電気 2346.42 2276.03

③使用エネルギーの削減（軽油） L/日 軽油 14.07 13.65

④使用エネルギーの削減（ｶﾞｿﾘﾝ） L/日 ガソリン 10.18 9.87

⑤使用エネルギーの削減（灯油） L/日 灯油 480.85 466.42

⑥二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/日 CO2 1782.76 1729.28 ※2

⑦水使用量の削減 L/日 水 1878.45 1822.10

グリーン商品の積極的購入

洗浄水使用の適正化

②使用エネルギーの削減（電気）

項目

①加工不良の削減

PRTR対象品の購入量の把握

5Sパトロールによる使用状況の確認

⑦水使用量の削減

9．次年度の数値目標及び取組内容

⑧廃油処理量の削減 t/年 廃油 18.20 17.65

切削水交換の適正化

切削水交換の適正化

暖房設備の設定温度16℃

ビニールカーテンでの間仕切り

不使用エリアの暖房OFF

使用エネルギーの削減

節水注意喚起の表示

蛇口の閉め忘れ注意

④使用エネルギーの削減（ｶﾞｿﾘﾝ）

⑤使用エネルギーの削減（灯油）

⑥二酸化炭素排出量の削減

休憩時の設備/照明/OA機器の電源OFF

OA機器の省電力設定

トラックのエコドライブ

納品の効率化

フォークリフトのアイドリングストップ

エコドライブを心掛ける

停車時のアイドリングストップ

⑨グリーン購入の推進

⑧化学物質管理

⑧廃油処理量の削減

取組内容

不良荷札の記入

不良対策グループ活動

月次昼礼での注意喚起

効率アップ活動

稼働停止設備の電源OFF

③使用エネルギーの削減（軽油）



10．地域環境活動

今年もコロナが収束せず、やむなく活動を中止とした。
来期は状況を鑑みながら実施を検討する。


